
財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券・・・会計年度末の市場価格等に基づく時価法

(2)たな卸資産の評価基準及び評価方法・・・最終仕入原価法による原価法

(3)固定資産の減価償却の方法

① 建物・建物付属設備・備品・・・定率法による減価償却を行い直接法で処理している。

② ソフトウェア・・・定額法による減価償却を行い直接法で処理している。

(4)引当金の計上基準について

① 役員退職給付引当金

本会の規程に基づく役員の退職給付に備えて、期末退職給付の要支給額に相当する金額

を計上している。

(5)リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引に

ついては、通常の貸借取引に係る方法に準じた会計処理による。

(6)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位:円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

　緊急時災害時動物救護基金 10,589,096 1,685 852 10,589,929

　ＯＡ機器積立金 905,844 225 0 906,069

　預り保証金引当預金 30,590,000 0 0 30,590,000

合　計 42,084,940 1,910 852 42,085,998



3．特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位:円）

科　　目 当期末残高

特定資産

　緊急時災害時動物救護基金 10,589,929 ( 0 ) ( 10,589,929 ) ( 0 )

　ＯＡ機器積立金 906,069 ( 0 ) ( 906,069 ) ( 0 )

　預り保証金引当預金 30,590,000 ( 0 ) ( ) ( 30,590,000 )

合　計 42,085,998 ( 0 ) ( 11,495,998 ) ( 30,590,000 )

(うち指定正味財産から

の充当額)
(うち負債に対応する額)

(うち一般正味財産から

の充当額)

4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位:円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建　　物 76,178,000 57,919,346 18,258,654

建物付属設備 39,496,060 38,982,020 514,040

備　　品 2,785,440 1,599,577 1,185,863

ソフトウェア 5,292,900 920,040 4,372,860

合　計 123,752,400 99,420,983 24,331,417


